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九
月
の

ι
よ
み

ぐり去りにけり

お
付

長翼

総

務

制
樹
数
年
金
の
絞
殺
受
付
開
始

終
ニ
崎
明
期
的
ま
る

品
枇
山
間
予
防
判
制
剛
附
ハ
7
日
制
ま
で
》

同
鼎
組
制
・
総
統
監
ポ
め
る
潔
叫
制
門
…
初
日
ま
で
V

制
掛
加
問
貯
金
楢
哨
強
波
動
門
m
m
n叙
民
ま
で
V

二
百
十
日

約
一
一
波
大
震
災
記
念
日
(
総
選
年
〉

民
会
委
員
会
開
催
予
定
臼

樹
開
発
制
相
税
制
日
ハ
税
務
子
柏
崎
区
・
役
場
〉

抑
付
梢
判
後
期
間
会
(
相
昭
一
戸
中
部
小
学
校
)

品
物
級
品
納
入
構
常
務
等
え
の
支
払
日

】
一
妥
ニ
十
日

時
特
派
幾
期
間
会
ハ
翁
第
一
・
中
学
校
)

緑
樹
祭
掛
期
日
会

(
協
同
出
向
中
山
世
E

引
坐
待
、
・
弔
強
制
帯
人
情
帥
mv

向焚予平少女がく

2il富山災害救幼対策

3事君"・基本選挙人名簿の務総

4喜5・・・笥号待村議会議員火会

S言霊山努若年募金の総菜絡会

母語葉山広島からかえ争て

義

おもなる記選

残

…
出
没
消
滅
猛
威
令
持
フ

親
臨
時
糠
井
櫨
ま
λ

発

タ

ヨ
E
ノ
司
列
骨
骨
造
奇
E

3

}
釘

習

イ

ζ

，鯵

災
醤
救
顛
対
議
に
金
力
を
注
ぐ

台
風
七
号
は
、
関
策
持
品
畿
に

v
h

明
品
ぱ
弘
ず
‘
氷
涯
の
跳
梁
の
ま
に
い
た
し
ま
す
の
で

殺
到
蹄
を
降
ら
し
、
間
関
東
乎
野
第
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
連
絡
不
充
分
等
の
た

一
の
利
怒
川
は
、
青
山
地
先
に
ま
た
、
こ
の
遊
水
晶
躍
の
祉
関
水
が
め
、
行
き
溺
か
な
か

お
い
て
、
昨
年
の
第
二
十
二
号
土
谷
淳
、
紫
務
総
先
提
胎
仰
の
縄
問
っ
た
点
に
つ
い
て
は

台
風
の
水
伎
を
五
十
七
セ

γ
チ
管
を
幾
ぃ
、
危
険
状
織
を
二
昼
総
く
お
詑
び
い
た
し

メ
ー
ト
ル
も
超
す
夜
学
悼
腕
け
ま
し
た
が
、
松
市
、
ま
令
。

一
文
一
一
八
、
十
関
メ

t
ト

木

町

芸

時

抑

留

負

号

機

一

室

た

だ

い

喜

三

、

事

品

目

撃

資

料

静

物

m
仰
の
議

一…

J

一
一
ル
を
記
録
し
ま
し
の
必
死
の
水
時
間
鳳
樹
齢
制
に
よ
号
、
開
聞
に
よ
る
被
緩
め
救
W

許制月耕地に

O
制
刊
楠
概
念
柚
柄
数
尚
品
約
鉱
山
内
滋
帥
附

一
…
濃
V

一
一
氏
。
漢
に
誹
件
後
か
ら
災
時
間
攻
守
ち
例
市
い
て
、
次
の
よ
う
な
ぷ
-
没
後
械
偶
然
の
鱗
鯵

…
…
晶
、
一
一
こ
の
た
め
、
淡
争
ま
し
た
。
討
中
で
す
の
マ
、
決
哲
し
だ
い
畿
来
年
度
問
問
機
紛
惨
殺
符
酬
明

T

J
ノ
一
一
利
制
恨
の
汲
水
織
に
級
公
織
的
、
索
隊
側
関
臨
到
の
不
絞
殺
仲
間
に
あ
た
り
た
い
k
凶
器
っ
て

O
談
綴
減
免
執
期
限
胤
等
の
対
策

……

η/
二
神
仙
八
月
十
削
悶
U
H
午
一
小
品
悼
の
品
排
除
縄
問
齢
制
に
対
し
ま
し
お
り
ま
す
、
畿
予
約
品
取
の
予
約
代
金
受
領
者

一
…
‘
ぺ
十
一
一
約
一
一
一
時
吋
附
明
、
数
派
て
、
対
同
仏
械
怖
く
借
関
緩
い
た
し
ま
救
済
対
娘
縁
羽
の
双
緩
い

…
7
芳
一
一
線
か
ら
氷
が
入
世
て
と
も
に
、
襲
警
の
耕
析
。
緊
配
給
捻
燈

O
宮
市
議
鐙
入
れ
資
金
償
還
期
延

r
忌
S

孟
約
千
二
醤
九
十
へ
作
者
の
方
h
H

に
だ
し
ま
し
て
は
@
収
滋
皆
無
者
等
に
対
す
る
営
備
部
事
務

一

一

は

す

?λ
ハ
千
三
様
、
く
お
見
録
を
出
申
し
上
げ
る
次
長
資
金
融
資
対
策
@
遂
主
と
し
て
の
家
扱
い
措

一
一
ど
一
一
夜
防
ぎ
の
耕
地
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

O
家

畜

飼

料

の

供

給

鐙

改

定

一
一
一
巨
孟
は
、
数
待
問
に
し
今
後
の
氷
務
態
勢
、
水
防
活
@
借
入
金
の
郁
子
補
給

O
持
排
水
銭
湯
の
改
良

土
守
守
一
一
て
泥
海
と
化
し
て
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
出
の

O
肥

料

対

策

@

ぬ

い

浅

場

所

の

平

織

機

修

工

事

士

詔

一

一

し

ま

い

ま

し

た

。

震

を

つ

ぶ

さ

に

努

検

討

し

て

@

就

労

対

策

芸

空

襲

警

終

審

こ
の
滋
流
娠
の
完
全
な
る
水
時
仰
が
で
き
る
よ
う

O
復

活

資

金

の

貸

付

陵

会

む

〉

日
銀
は
、
建
設
省
に
お
い
て
エ

;
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世
帯
時
七
あ
っ
た
た
め
、
十
際
日
‘
!
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初

品

w'jae
来
和
十
出
雲
一
月
に
滋
榊
憐
拙
暗

雲

か

ら

そ

の

主

総

選

福

祉

年

金

の

諦

求

女

繰

っ

て

ま

護

織

の

官

官品び納判中郎、

4
4
駒
内
の
水
防
別
問
問
問
料

"

'

;

f

'

"

J

:

1
・
‘
に
持
判
砦
灘
慌
ム
溜
恥
官
縄
文
明
棋
一
号
ま
す
.

2
Z蓄
し

ま

し

た

が

滋

九

月

一

日

か

ら

焚

付

乍

イ

ヨ

ゴ

三

日

ゆ

金

E
拭
均
喜
一
吉
b
と
主
主
主

t

網

開

設

和

小

品

抵

の

淡

求

ま

し

た

ら

後

会

開

灘

間

関

脇

均

年

金

め

は

、

九

万

一

お

か

ら

採

に

お

開

問

合

せ

下

さ

い

@

受
付
を
品
開
め
ま
す
の

で
、
そ
の
組
問
求
手
続

と
支
給
さ
れ
る
ま
で

の
綴
序
を
お
銭
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

@
:
!
受
給
品
憾
表
M
m

受
け
よ
う
止
す
る
相
関

被
年
金
品
料
梢
血
液
求
畿

に
必
補
択
な
関
係
嫌
閣
制
期

安
添
え
て
後
綴
役
会

縁
側
協
同
年
余
m
m
M
怖に

制
慨
山
附
し
て
下
さ
い
e

ハ総
aM
品
約
求
縁
組
柑
必

親
密
議
領
派
、
社
会
裁
に
備
え
て

あ
宇
一
ま
す
6

)

品w
i
:
役
場
で
は
、
必
要
な
事

実
務
査
な
ど
を
し
て
提
出
さ
れ

た
書
類
を
整
え
、
同
附
へ
進
達
し

ま
す
。

品w
i
-
-回
帰
で
は
、

ζ

れ
を
雰
査

し
て
、
輔
開
銀
世
帯
が
鍋
州
出
品
し
た
分

か
ら
磁
気
年
金
泌
議
k
掛
川
総
滋

組
組
緩
和
%
役
場
令
滋
じ
て
繍
求
期
制

に
お
維
践
し
し
ま
す
。

@
;
:
一
方
、
開
附
か
ら
給
方
貯

金
胤
別
に
和
ヤ
ム
減
策
品
制
緩
た
山
叫
し
ま

す
主
、
品
地
方
貯
金
問
刷
は
さ
ら
に

災
払
鐙
後
悶
締
へ
議
柏
崎
し
ま
す
。
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お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん

九
月
十
五
日
凶
は

百

四
糊縦一輪朝一

前
説
…

指
弾
一

時
機
一
九
月
十
五
誌
は
「
と
し
よ
争

一一一一
第
一
の
日
H

い
で
す
@

一
致
波
、
人
燃
の
務
A
聞
が
謹
脅
し

一
く
延
び
て
き
た
と
と
は
姦
ば
し

一
い
こ
と
で
す
が
、
隊
悩
閥
、
人
口

一
の
老
令
化
に
伴
う
校
後
附
例
制
繍
が

一
棚
体
制
却
化
し
て
き
ま
し
た
。
ぞ
と

一
で
混
入
の
開
館
が
大
き
く
と
れ
ツ

…
あ
げ
ら
れ
、
そ
由
日
鑓
属
蹴
主
綴
敬

一
に
つ
い
て
、
真
剣
闘
に
考
え
ら
れ

叩
る
よ
う
に
な
号
、
各
市
町
村
で

一
は
鮎
戦
場
年
余
d

伊
勢
及
し
、
出
酬
に

と
一
お
い
て
も
問
問
閥
均
年
金
が
制
度
化

一
さ
れ
、
十
日
間
n
…
口
付
か
ら
老
令

一
滋
没
年
金
が
支
払
和
志
れ
る
こ
と

て
1
i
j
t
J
1
1
i
;
1
5

あ幸装

お
元
気
で
す
か

し
よ
り
の
日
い

に
な
り
ま
し
た
。

時
帆
組
拭
の
絞
済
全
穏
や
臨
網
帆
押
役

務
の
変
動
以
炉
、
老
人
の
疫
に
も

大
き
く
際
綴
し
て
い
る
と
と
を

思
う
と
き
、
勝
闘
し
も
が
者
人
に

な
る
ζ

主
キ
岳
山
…
殺
と
し
て
、
老

人
む
身
に
な
っ
て
総
統
対
緋
棋
を

も
う
一
歩
進
め
て
考
え
る
必
捕
授

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
老
後
は
気
楽
に
、
し
か
も

交
ル
ル
約
な
縁
体
慌
の
や
で
、
制
削
除

や
絞
殺
で
ゅ
う
/
¥
由
回
遊
し
た

い
と
後
も
が
繁
い
附
明
か
ら
願
っ

て
い
る
己
主
汚
す
。

主
し
よ
れ
ツ
の
附
制
い
は
、
気
の

〈翁弁古ん〉

性
病
辻
一
家
を
滅
ぼ
ナ

素
人
療
法
は
や
め
よ
う

九
湾
…

uu
か
ら
七
日
ま
で
は
な
っ
て
し
ま
う
り
で
す
。

一
後
続
予
防
麹
M

聞
で
す
が
、
生
時
間
後
山
燃
は
、
完
全
に
治
療
し
な

一
予
務
見
慌
の
務
品
川
が
州
間
約
二
十
一
ニ
い
で
始
刷
機
し
て
お
く
と
、
楽
し

一
年
九
万
一
村
闘
で
す
か
ら
、
今
年
い
は
ず
の
然
吋
締
役
大
変
そ
盤
目
、
し

一
で
ま
る
十
一
年
に
な
争
ま
す
@
ま
す
@
と
と
に
綴
漆
山
林
献
闘
を
お

行
一
性
病
と
は
‘
役
務
に
酬
関
し
て
か
し
、
社
会
人
と
し
て
袋
持
出
す

線
一
の
務
気
で
、
抽
禅
譲
、

P
ん
縦
、
る
と
と
が
で
き
‘
な
く
な
為
ば
か

川
一
数
総
下
か
ん
、
そ
け
い
り
ん
ば
れ
ツ
か
、
問
問
の
努
も
な
い
飢
餓
点
鳴

し
一
肉
祭
し
ゅ
経
の
四
つ
が
性
病
予
を
も
済
崩
踏
に
お
と
し
い
れ
、
ま

9
一
跡
的
の
対
象
に
な
っ
て
い
て
、
恐
た
後
れ
て
く
る
子
供
の
余
命
吉

年
一
ろ
し
い
側
関
齢
別
の
ω

つ
で
す
。
詮
え
も
緩
い
、
先
天
的
に
悩
を
も

樹
一
務
は
人
か
ら
人
V

料
、
六
人
か
ら
お
か
ず
と
主
が
あ
ち
ま
す
。

閉
一
無
垢
の
子
供
に
と
制
併
し
な
く
伝
と
の
稔
ろ
し
い
併
は
品
開
も
、
手

一
っ
て
い
き
、
い
た
る

wmで
悲
し
当
さ
え
よ
け
れ
ば
叫
絞
ら
な
い
わ

約
一
い
話
題
を
残
し
て
い
な
が
ら
、
け
で
は
あ
ち
ま
せ
ん
a

す
べ
て

〈
…
殺
も
が
俊
一
訴
を
か
く
し
て
い
る
の
疾
病
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に

め
で
、
一
局
そ
の
努
が
ひ
ど
く
径
約
も
治
療
は
早
期
で
あ
る
は
時

広

惑
が
ら
れ
た
争
、
絞
め
ら
れ
た
よ
与
の
口
ど
な
皆
様
に
、
い
ろ

争
、
合
や
か
寄
れ
た
り
、
ま
た
い
ろ
数
畿
の
お
緩
い
を
い
た
す

年
に
一
援
の
数
滋
品
川
で
際
安
仲
間
ベ
〈
叫
制
同
問
中
で
す
。
町
民
の
諸
国

世
間
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
・
と
ば
か
さ
ん
も
悶
常
時
内
務
に
お
い
て
、

り
で
な
く
、
老
後
な
符
の
心
後
温
い
家
路
の
ふ
ん
い
祭
で
、
お

も
た
く
安
楽
に
、
有
議
紘
軟
に
滋
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
事
ん
令
守

し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
主
懸
い
っ
て
や
っ
て
下
事
い
。

ま

ず

。

本

酔

叫

の

象

品

開

令

者

陶
講
じ
い
き
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
〉ハ

関
押
〉
櫛
持
災
者
弁
玄
郎
助
事
ん

議
M

伊
、
本
胤
吋
一
氏
心
か
ら
「
長
生
〈

〈
九
十
一
才
〉

き
し
て
よ
か
ゆ
た
」
主
い
え
る
〉

都
民
の
中
に
し
た
い
も
の
で
す
。
(
件
以
〉
組
制
木
関
口
ま
ん
さ
ん

町

で

は

、

た

だ

い

ま

ツ

と

し

ハ

九

十

一

4
3
4
V

基
本
選
挙
人
名
簿

九
月
十
五
日
現
在
で
調
整

緩
和
ザ
ふ
ん
何
月
十
気
日
現
在
で
調
関
か
ら
十
五
お
閥
、
役
場
及
び
融
関

愛
す
る
滋
小
中
滋
挙
人
名
簿
は
、
品
品
・
命
叩
ル
枕
究
所
に
お
い
て
然
資

衣
の
方
々
官
蹴
車
輪
概
し
て
斡
げ
り
'
ま
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
郊
に
国
間

す

。

議

の

尚

早

波

容

が

で

き

る

こ

主

に

凶

年

令

要

件

な

っ

て

お

れ

ツ

ま

ナ

。

制
昭
和
十
回
目
指
ヤ
十
一
一
持
一
一
十
一
そ
う
し
て
、
十

ω

…
月
二
十
日

活
M
M
輪
開
狩
生
れ
た
も
の
に
、
基
本
選
挙
入
名
織
が
篠
定

例

制

後

続

察

件

す

る

こ

と

に

な

り

ま

寸

。

間
鴨
緑
江
一
十
間
同
年
六
月
十
六
日
同
今
年
の
名
簿
を
議
学
傍
線
幾

何
品
輸
捌
か
ら
間
引
続
き
本
町
に
泰
然
A
m
T
は
、
住
民
登
録
簿
崎
曹
に

往

す

る

も

の

骨

酷

い

て

糊

削

畿

い

た

し

ま

す

の

で

お
の
ぶ
つ
の
糊
術
品
作
会
淡
た
し
本
町
に
い
斡
入
し
て
未
だ
住
民
世
話

た
人
を
、
滋
挙
僻
終
慾
務
員
会
で
録
を
し
て
い
な
い
方
が
あ
ち
ま

調
査
し
て
、
十
万
米
諸
ま
で
に
し
た
ら
、
今
、
ず
ぐ
に
そ
の
手
続

名
簿
に
い
た
し
ま
す
。
き
を
し
て
下
さ
る
よ
う
く
れ
ぐ

こ
の
名
簿
は
、
十
日
開
月
…
札
口
H

れ
も
お
綴
い
い
た
し
ま
す
。

t関口'dん〉

ど
よ
〈
、
完
全
に
治
る
ま
で
払
出

縦
慨
す
る
必
裂
が
あ
号
ま
す
。

ベ
品

γ
9
γ
の
発
見
、
普
及

に
よ
号
数
燃
は
減
少
し
つ
つ
あ

り
'
ま
す
が
、
ベ
品

v
p
y
の
普

及
伸
弘
、
日
間
体
吋
に
滋
拘
げ
問
問
も
あ
る

そ
う
で
、
由
同
党
絞
状
の
あ
ら
わ

れ
な
い
性
病
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
点
が
注
意
を
要
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
む
ら

ず
'
し
ら

γの
う
ち
に
排
出
僚
の
感

染
隠
と
な
っ
て
し
ま
ち
し
、
鹿

島
苛
も
い
つ
め
ま
に
か
重
態
に
な

っ
て
い
て
漁
師
械
の
機
会
を
血
〈
っ

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
多
分
に
あ

る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
品
時
近
哨
・
、

仲
仙
、
中
昨
淋
菌
性
尿
道
炎
と
い
う

新
し
い
機
側
聞
の
性
務
が
多
く
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
柱
、
研
究
朝
時

国組
k
な
っ
て
い
ま
ザ
が
、
と
れ

ら
を
も
為
的
め
て
、
と
の
い
ま
わ

し
い
病
気
の
後
燃
に
除
、
繁
人

療
法
を
や
め
、
専
門
燃
に
み
て

も
ら
い
、
完
全
な
治
療
を
行
え

ば
、
や
が
て
は
病
滋
体
も
一

機
明
、
者
、
開
明
る
い
生
時
慣
が
で
き

ま
す
。

ム
M

中

高

叫

庁
大

(4) 

郡
町
村
議
員
大
会
開
か
る

国

議

員

が

受

彰

時諮問
一
基
諮
問
繁
喜
一
基
金
賞
大

郵
一
会
は
、
八
万
二
十
抑
制
波
午
か
ら

捕
但
一
京
家
主
将
室
凶
器
露

出}一第
一
で
間
関
か
れ
、
品
静
糊
繭
師
同
沖
開
制
料
以
刷
物
損

百
一
務
長
長
谷

山
川
議
博
氏
に

よ
る
「
議
会

燦
然
w
h

つ
い

て
い
の
総
務

に
緩
い
て
、

公職判明強制中執納

骨
路
行
以
来
機

十
二
年
以
上

勤
続
の
議
日
周

波
彰
か
行
わ

れ
、
本
符
で

は
次
の
m
間後

越
同
日
か
淡
務
さ

れ
ま
し
た
@

品
開
中
本
緑
樹
常
務
日
岡

山
山
総
制
緩
次
綴
良

一背中卒後間内燃附品川

絞
殺
茂
飲
議
問
問

ー
各
種
届
出
を
し
て
下
さ
い

L
仲

間

開

発

簿

療

保

険

の

し

た

り
J

し
た
場
合

M
W
'

実
施
に
つ
い
て
は
、
〈
〉
紬
制
緩
験
者
氏
名
変
更
扇

組
獄
皆
様
の
ど
協
力
に
よ
級
制
?
泰
一
す
縁
組
そ
申

n

憾
に

政
官
明
り
額
制
阿
に
遼
営
さ
れ
よ
ち
氏
名
を
変
更
し
た
場
合

号
て
お
り
ま
す
が
、
談
議
銀
総
翁
税
務
変
更
展

咋
滅
的
問
絞
殺
の
授
も
大
何
回
総
ぽ
附
そ
の
般
の
泰
治
で
、
被

必
換
な
協
内
務
の
綴
部
門
車
、
奥
保
険
殺
の
総
ず
る
数
発
?
を
変

去
へ
失
ま
た
は
、
そ
の
品
開
更
し
た
務
会

主
十
の
開
踏
出
削
が
や
や
も
す
。
主
帯
主
鍾
鋭
、
氏
名
変
箆
扇

子
宮
参
れ
ば
忘
れ
が
ち
に
な
役
祭
主
が
死
た
ま
た
は
そ
の

る
よ
う
で
す
の
で
、
役
務
主
の
品
階
的
奈
良
で
、
救
世
情
濃
の
院
内

中
々
は
自
分
。
世
帯
内
に
次
の
よ
名
及
び
住
所
を
変
愛
し
た
議

う
な
こ
と
が
生
じ
た
場
合
、
必
合

ず
十
日
以
内
に
町
長
に
押
輯
隔
制
下
八
〉
滋
係
機
緩
和
田
幡
加
資
総
出
世
失
溺

き
る
よ
う
お
綴
い
時
間
し
ま
す
。
世
蹴
m
A札
繍
舛
が
、
転
出
尚
、
社
会

。
資
絡
東
議
開
樹
品
即
時
間
畑
山
入
、
袋
持
抑
制
昨
哨
棋
の
問
問

転
入
・
社
会
総
数
級
制
服
・
金
品
問
誼
却
の
場
合

活
談
時
制
の
崎
地
ιL
・
微
生
そ
の
〈
V
愛
媛
喪
失
開
摘

品

関

の

場

合

後

世

習

内

で

、

総

郎

、

役

会

録

。
拙
間
保
険
者
経
再
交
付
際
紛
惜
智
治
初
入
、
死
亡
拙
却
の
鳩
処
分

後
蹴
隙
臨
桝
血
制
涯
を
紛
失
、
数
綴
以
上
が
い
ろ

1t、
の
泌
総
務

目 目 す 今 に

t ~ 11狩猟講習会が関かれますl1zztzz三 山山一 ~I 手法望書
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後
で
す
が
、
こ
の
開
駒
山
山
を
忽
ち

ま
す
と
、
官
噺
枇
畑
が
非
常
に
桑
田
温

困
緩
に
な
り
e

ま
す
し
、
ま
た
皆

さ
ん
に
ど
淡
惜
紛
が
か
か
る
場
合

も
あ
れ
ソ
ま
す
の
で
、
ナ
み
や
か

に
総
出
な
さ
る
よ
う
が
話
ね
て

お
緩
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
漏
出
を
な
さ
る
時
に

は
、
仙
悦
除
険
者
誌
と
向
印
章
令
官
紛

れ
ず
に
ど
持
参

F
さ
い
。

建
築
穣
縁
取
議
&

必
ず
取
し
設
し
よ
う

た
び
f
t、
お
句
作
り
砕
い
し
℃
お

ち
ま
寸
よ
う
に
、
後
期
庁
ト
wヤ
万

メ
ー
ト
ル
(
約
コ
一
組
川
)
以
上
の

泌
総
敬
さ
れ
る
場
合
法
、
持
続
鱗
開

放
機
持
闘
に
必
き
、
時
住
祭
務
総
俸

制
摘
が
め
硝
択
で
す
。

こ
の
手
脱
税
撃
を
主
ら
な
か
っ

た
た
め
、
総
思
制
蜘
と
の
手
続
、
送

時
時
間
関
係
、
激
減
関
係
で
、
い
ろ

い
ろ
筒
留
を
後
に
愉
消
し
た
倒
的
が

多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
…
浴
時
措

。
持
協
掛
品
商
静
穏

①
昨
年
度
受
織
し
な
い
ガ
で
、

今
年
初
め
て
受
淡
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
十
月
十
二
円
日
品
!

務
市
勤
労
会
慾
で
受
殺
し
て

下
さ
い
。

出W
渦
河
瀬
鱒
す
る
ム
々
は
、
午
前
八
時

一
一
勾
十
分
ま
で
に
、
会
場
受
付

録
に
申
込
縫
合
姐
聞
出
し
て
下

さ
い
。

①
申
込
警
は
、
必
ず
ぷ
人
げ
か
持

参
し
、
他
人
に
俊
樹
樹
し
な
い

明
下
さ
い
。

出W
A
銭
湯
の
却
部
会
上
、
な
る
べ
く

渓
く
功
会
場
で
受
議
し
て
ヤ

き
い
。

mw
総
然
、
開
挫
食
、
筆
記
用
具
志
窓

持
品
粧
し
て
下
さ
い
窃

@
一
吋
舗
明
数
以
と
を
措
置
糊
僻
さ
れ
る

ガ
は
、
輸
械
翻
鱗
制
時
v
h

南
平
込
蓄
を

提
出
し
1
下
さ
い
。

そ
の
後
ご
一
小
関
拐
の
お
品
は
、
出
血
噛
常

緑
へ
お
間
関
い
合
令
下
容
い
。

108 

械
情
鱗
斜
計
が
で
き
ま
し
た
ら
、
専

念
に
と
の
手
続
き
を
な
さ
れ
ま

す
よ
う
お
緩
い
い
た
し
ま
す
。

4

許
制
刺
に
ゆ
い
て
は
、
建
設
議

え
お
間
開
会
せ
下
容
い
.

死
回
凡
を
食
べ
な
い
よ
う

合
間
同
七
号
に
よ
る
江
戸
剖
m
の

泥
水
の
た
め
、
漏
出
民
、
品
毒
薬
淡

路
闘
の
ア
サ
泊
少
な
ど
が
死
滅
し

ま
し
た
が
、
と
れ
に
つ
い
て
、

県
議
場
ム
災
ゑ
務
で
は
、
海
水
浴

客
な
ど
が
、
そ
の
w
品開
H
を
持
ち

島
市
っ
て
会
期
に
供
ナ
る
怒
れ
が
一

あ
る
の
で
、
こ
の
よ
ラ
な
ζ

と

の
な
い
よ
う
糊
胃
袋
世
殺
し
ま
し

た
と
め
死
滅
し
た
題
討
を
食
べ
ま

す
と
、
食
品
市
議
な
ど
を
相
唱
す
説
明

れ
が
あ
ち
ま
す
。
補
間
安
、
千
噛
最

後
撫
持
続
の
樹
搬
に
汐
干
狩
や
海
水

拍
綜
w
L

一
行
か
れ
た
苦
い
に
は
、
死

気
を
持
ち
同
附
ら
な
い
よ
う
に
し

erし
L
ふ
K
J
e
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争
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川
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一
一
弘
前
叩
一
錦
、
一
一
復
、
綾
田
山
工
、
手
掛
借
金

一
一
院
の
…
潟
、
七
夜
、
十
五
区

六
際
、
十
七
阪
、
五
区

間
間
際
、
一
一
一
区
、
八
区
由
一
州
部

十
W
悼
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一
部
、
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…
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及
ニ
ロ
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、
十
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区

一
町
民
兵
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弘
、
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、
内
町
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一
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、
品
ぽ
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、
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、
話
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弘
、
民
夜
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九
阪

湖
北
、
八
貯
位
、
九
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の
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相
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四
町
悼
の
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謝
師
、
ぷ
際
、
八
区
の
一
部
、
制
関
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八
阪
の
一
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、
ふ
ん
氏
、
十
区

m
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郎
、
合
引
仲
間

A
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背
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策
我
孫
子
、
時
山
市
組
問
、
淡
山
州
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和
後

n
H舟
品
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お
鵠
桝

栄
町
、
十
問
問
阪
、
市
対
問
、
後
一
戸
下
、
議
絞
朗
報

一
一
弘
の
…
館
郎
、
一
…
隊
、
捕
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工
、
千
葉
会

一
、
布
、
一
地
、
て
そ
そ
園
、
昌
、
人
、
内
の
余
波

一
一
駄
の
一
線
、

bu
夜
、
十
五
一
体

大
隊
、
十
七
夜
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五
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弘

m
間
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、
三
区
、
八
ぽ
悼
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W
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一
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仁
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廿
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E
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区
一
線
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
グ
パ
バ
グ

0

9

8

4

金
書

合計

ご

み

取

与

日

程

バ

g
一

9

2

エ
一
町
民
、
…
一
一
区
、
四
区

2
…
十
米
即
位
、
七
区
、
六
庶

a
…
+
叩
段
、
期
間
北
、
東
我
柑
冊
子

4
一
城
山
、
小
客
、
一
…
隊
、
一
一
…
阪
、
西
区

5

一
八
区
、
五
一
弘
、
十
点
u
ぼ

7
一
十
m
悶
区
、
十
…
の
一
及
ニ
豆
、
十
区
、

s
一
九
区
、
十
三
区
、
十
一
一
区
、
一
区
、
舟
一
…
p

g
一
一
一
隊
、
、
ヌ
区
、
間
同
区

お
十
古
品
献
体
、
七
区
、
六
一
民

u
…
常
切
除
税
、
期
間
北
、
東
我
孫
子

刊
伸
一
一
波
山
山
、
小
官
棒
、
日
一
区
、
口
一
世
件
、
際
援

問
一
八
区
、
五
孫
、
十
七
…
拭
…

弘
一
十
関
係
、
十
…
の
一
及
一
一
区
、
十
区
、

お
一
九
阪
、
十
ぷ
ぽ
内
十
三
区
、
一
区
、
舟
肉

付
加
一
一
一
際
、
…
At除
、
照
一
弘

W
M

一
十
笈
げ
弘
、
七
区
、
六
区
、

お
…
謀
総
、
期
尚
北
、
東
我
孫
子

川
四
一
日
戦
山
尚
、
小
幕
、
二
氏
、
官
一
w除
、
開
聞
広

幻
一
八
区
、
玄
即
位
、
十
・
が
い
阪

忽
一
十
四
区
、
十
日
の
…
及
二
夜
、
十
区

の

あ

ら

ま

し

禁
止
段
階
升
大
会

作
柄
拘
開
の
原
水
徳
一
禁
止
設
界
大
な
派
閥
制
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は

か
ら
綴
っ
て
参
り
ま
し
た
。
間
境
、
人
種
、
怒
知
砲
、
絞
殺
の

務
し
い
こ

k
は
、
い
ず
れ
鮒
特
別
な
ど
あ
る
べ
き
で
は
あ
ち
ま

一
合
会
を
開
聞
い
て
お
知
ら
時

L
ま
せ
ん
。
出
品
畿
は
、
あ
く
ま
で
も

一
す
が
、
波
紋
え

γ火
会
の
あ
ら
総
亥
な
人
滋
約
な
滋
齢
期
ま
し
て

一
ま
し
な
ど
級
会
し
ま
十
。
廷
し
く
綴
く
、
そ
の
議
成
に
努

一
大
会
の
本
会
鵡
械
は
、
八
丹
正
力
し
た
い
と
怒
い
ま
す
。

一
割
か
ら
七
お
ま
で
、
閑
語
い
出
出
深
か
ハ
ソ
て
mw
録
心
地
「
平
和
広

…
い
燦
心
地
、
平
和
広
場
で
の
平
機
い
に
は
、
耳
雪
崩
相
緩
や
総
鳥
山
崎
附

一
和
協
和
念
祭
典
か
ら
絞
め
ら
れ
、
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
お
号
、
ま

と
…
遂
門
口
分
科
会
、
分
散
会
、
燃
料
撚
ん
じ
ゅ
う
裂
の
大
意
な
ぷ
織
の

一
刷
出
掛
帥
淡
会
な
ど
十
数
ケ
別
問
の
A
R

下
に
は
、
二
十
数
日
却
の
間
関
鞠
胞
の

一
品
帽
に
分
れ
で
執
抑
制
側
、
な
対
錨
陥
没
つ
援
が
、
永
淡
の
恨
み
を
の
ん
で

一
く
し
、
後
蹴
慌
に
そ
れ
ち
の
討
議
域
開
か
に
開
問
ウ
ず
‘
い
ま
す
。
も
に
ノ

び
一
念
、
と
り
ま
主
あ
て
、
七
日
夜
の
も
う
左
た
ち
の
ぼ
る
呑
俸
の
惜
別

…
総
会
で
の
笈
言
、
決
議
主
な
つ
に
、
し
ば
し
合
唱
串
め
い
誠
一
宮
統

一
て
大
会
を
開
閉
じ
ま
し
た
。
相
、
「
蒋
び
こ
の
滋
ち
な
く
り

一
代
表
践
は
、
約
総
会
食
務
先
返
し
宮
せ
ん
」
と
A

制
緩
く
緩
い

一
全
廃
各
地
か
ら
券
船
備
し
た
二
々
ま
し
た
。
と
の
緩
い
と
そ
今
は

一
名
前
り
低
か
一
一
十
間
関
ケ
関
数
十
名
な
き
同
僚
え
の
手
向
け
で
す
。

一
四
外
岡
側
代
樹
慌
の
参
加
も
あ
り
、
品
成
後
甘
い
品
悶
々
と
ど
協
力
下
さ

γ
い
れ
ら
μ
内
問
関
代
褒
の
参
加
は
、
い
ま
し
た
伽
町
民
わ
出
荷
さ
ま
に
、

…
腕
村
に
問
問
彩
を
放
ち
ま
し
た
。
代
-
心
か
ら
浮
く
お
礼
申
し

k
げ
官

一
淡
湖
闘
は
、
全
日
間
各
線
、
各
然
綴
す
。
〈
我
孫
子
湾
側
賦
水
協
〉

を

棚

相

姦

し

た

代

表

だ

け

に

、

い

陶

ず

れ

の

会

場

で

も

、

料

問

機

は

滋

制

今
火
会
の
緋
村
品
目
H
U

「
安
保
条

後一応閉山・
K
」
開
問
題
。
討
議
に

か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ど
の

叫
問
問
問
は
、
大
会
品
開
か
ら
偽
札
制
判
窓

れ
た
問
問
題
で
す
の
で
、
大
会
で

も
多
少
の
促
乱
や
一
線
外
感
代

表
む
滋
場
な
ど
の
淡
附
聞
な
上
旬
刊
も

あ
与
ま
し
た
が
、
ザ
欣
J
1
に
時
問
題

色
し
て
開
部
れ
ツ
ふ
げ
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
。
紺
抑
制
制
の
こ
と
も
あ
。

ま
せ
ん
で
し
た
。

際
水
爆
禁
止
遂
滋
に
神
品
、
い

ろ
/
1批
判
は
ゐ

9
ま
す
が
、

療
水
爆
の
慾
時
制
か
ら
、
人
類
心
不

ーミ
f
h
後
向
山
札
一

3
1
;
i
H

ぬ

f
j
i

尚

一
よ
れ
ソ
よ
い
町
殺
の
遼
紫
、
町

山
総
行
犯
は
、
町
民
の
油
開
き
ま
山

一
の
汐
は
か
か
す
と
と
の
で
舎
一

げ
な
い
犬
切
な
も
の
で
す
。
時
概
川

町
一
設
的
な
ど
縁
関
品
、

H
h
批
判
、
山

山
戸
」
希
望
守
後
間
関
絡
を
ど

L
E
一

山
し
お
努
せ
下
さ
い
@
「
広
報
山

一
あ
び
と
い
は
、
諸
国
さ
ま
の
戸
w

?
な
お
待
ち
し
て
お
号
ま
す
。
一

A
v
h
A
誕

生

お

め

で

と

う

A
V
ハ
七
月
一
級
扱
分
〉

赤

ち

ゃ

ん

の

劣

父

(

母

〉

の

名

荒

川

総

岡

純

子

一

荒

m
m
m

開

問

紬

澗

智

代

一

潟

千

代

L

税

務

水

制

明

江

一

新

4
4

材
料
之
助

協

慨

双

光

子

一

渡

辺

笈

抵

立

慣

れ

日

間

一

一

…

汲

沢

蕊

次

郎

野

口

総

之

…

野

口

絵

一

様

山

同

然

…

一

篠

山

義

努

柑

的

関

幾

太

朗

開

一

富

岡

叫

脱

線

開

問

関

節

子

一

湾

出

向

跡

的

制

鈴

木

弘

美

一

鈴

木

仁

平

中

村

敏

子

一

中

村

光

夫

大

持

一

呉

ニ

-

火

骨

庁

長

戸

小

抽

出

久

嗣

内

…

小

柏

崎

一

続

中

村

守

一

中

村

み

つ

江

渋

谷

後

代

一

渋

谷

続

開

叉

野

栄

一

喝

一

天

野

線

機

際

問

問

山

良

子

一

問

問

間

後

一

竹

内

耕

司

一

竹

内

光

搬

船

限

開

出

掛

肌

一

銭

閉

山

家

一

郊

中

村

さ

え

…

中

村

弘

飯

間

同

然

6

4
飯
田
耕
向
山
郁

制

作

山

知

潟

予

一

深

向

後

波

紋

間

同

よ

し

子

一

銭

関

絞

殺

大

井

淳

一

大

弁

派

閥

問

機

遜

際

和

江

一

線

緩

際

誠

一

一

中

山

静

村

利

弥

一

添

付

利

昌

明

治

供
出
伴
4
4
原

子

淳

子

…

滋

4

若
宮
部
制
臨
時
附

山

中

野

隊

一

中

野

湾

問

失

務

弘

子

一

矢

部

}

期

河

山

秋

気

仙

先

行

一

秋

一

万

築

総

山

被

mm
弘

美

一

波

級

品

中

一

吋

後

本

八

霊

子

…

品

獄

中

4

つ

る

判

定

立

一

繁

一

短

波

臨

時

雄

日

終

日

出

常

耐

火

一

品

科

医

実

~ 
-碕
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